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　今年発生した新型コロナウイルスのパンデミックによ
り世界中で多くの人命が失われるとともに、農業・食品
産業を含む経済全体に大きな打撃がありました。今後は、
いわゆるポストコロナ時代の新しい生活様式の中で、こ
れらの経済を早急に再生させることが大きな課題となり
ます。

　農研機構では昨年から九州沖縄経済圏スマートフード
チェーンプロジェクト（九州沖縄 SFC）を発足し、農
産物の生産・加工・流通・消費に至るフードチェーンの
隘路になっている課題を解決することで、農業・食品産
業の競争力強化に貢献するという取り組みを進めていま
す。
　具体的には、九州沖縄の豊かな農業生産力とアジアに
近いというアドバンテージを生かし、１）主に国内の新
規需要拡大を目指して、米粉用品種「ミズホチカラ」や
食物繊維を豊富に含むもち性大麦「くすもち二条」の生
産・加工技術、施設園芸トマトの収穫予測技術、２）主
に輸出拡大を目指して、果実が硬く輸出適性に優れたイ
チゴ「恋みのり」の栽培技術、水産加工品の風味や食感
を維持できる長期保存技術、輸送中のかんしょ腐敗問題
の対応、外国人の嗜好性に注目した和牛肉の輸出戦略、
リーファーコンテナによる青果物混載技術、などを活用
した課題解決にスピード感を持って取り組んでいます。

　ポストコロナ時代を見据えると、これらの取り組みは
一層重要になると想像します。航空便が減る中で船便な
ど長時間輸送に適した生産・加工・流通技術、国産の米
粉で作る美味しいパン、運動不足になりがちな在宅勤務
者の糖質の吸収を抑えコレステロールを減らすもち性大
麦食品、適切な需給バランスを可能にする収穫予測技術
などの出口は、「新しい生活様式」にも大きく貢献でき
ると思います。もちろん、ICT を活用したスマート化
はさらに進める必要があります。

　スマート化に関しては、生産現場における高齢化・人
口減少を背景に、少ない人員で効率的な農業を可能にす
るスマート技術が急速に開発されていますが、まだ十分
に活用されていません。このため、農林水産省が令和元
年度から「スマート農業実証プロジェクト」を立ち上げ、
農研機構が運営主体となり、全国145カ所の実証農場で
ロボット・AI・IoT 等の先端技術の導入効果を明らか
にします。九沖農研でも九州沖縄地域34カ所の取り組み
をしっかりとサポートし、スマート農業の本格的普及に
貢献します。

　もう一つ、ポストコロナ時代には、従来にも増して食
料の安定供給が重要になりますが、九州沖縄地域で特に
問題となる越境性害虫のウンカやツマジロクサヨトウ、
高温・豪雨などの気象被害、サツマイモ基腐病などの対
策は、九沖農研が引き続き責任感を持って進めて行く必
要があります。

　研究成果の普及にあたって、農研機構では標準作業手
順書（SOP）の作成に力を入れています。筆者は、イネ
の高温障害対策のためのデータ駆動型栽培管理支援シス
テムの開発過程で多くの生産者と話した経験から、科学
的根拠に基づいて、いつのタイミングで何をすべきかを
丁寧に説明することの重要性を肌で感じており、SOP
の効果を確信するところです。

　九州沖縄 SFC や本号紹介の研究成果についても早急
に SOP を作成し、農業技術コミュニケーターがこれを
携えて、公設の普及指導機関などとも連携しながら普及
を進めることで、ポストコロナ時代のピンチをチャンス
に変える発想で農業・食品産業の力強い再興に貢献した
いと思います。

　皆さまのご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。



　わが国は、肥料原料のりん鉱石や加里鉱石をほぼ全量
輸入に頼っています。世界的に肥料の需要が伸びており、
将来にわたる肥料原料の安定供給を考えると、国内で調
達できる家畜ふんなどの産業副産物をできるだけ有効利
用するという仕組みづくりが重要です。こうした取り組
みは、循環型経済社会の形成にも貢献します。
　2012年に「混合堆肥複合肥料」の公定規格が新設され、
堆肥を肥料原料とする肥料の生産が条件付きではありま
すが初めて可能となりました（図１）。この肥料は化学
肥料と違い施用で有機物が補えること、堆肥に比べて精
密な施肥設計が行え、造粒されているので取り扱いもし
やすいことが特徴です。2016年には、4879トンの混合堆
肥複合肥料が生産されました。

　農研機構、公設試、民間企業から構成された研究グ
ループは、農水省の委託研究プロジェクトに取り組み、
混合堆肥複合肥料等を用いた化学肥料削減技術の開発を
行いました。プロジェクトでは５銘柄の混合堆肥複合肥
料が開発され、物性や貯蔵安定性が流通に適するか、肥

料としての効果が得られるかが検証されました。その後、
肥料登録を受け、現地で栽培実証試験が積み重ねられま
した。研究開発の過程で得られた、肥料原料に適した堆
肥の製造方法や、原料の配合、畜産農家と肥料メーカー
のマッチングの取り組み、混合堆肥複合肥料を使った栽
培事例など肥料の製造と利用に関するノウハウが技術マ
ニュアルとして取りまとめられました。

　混合堆肥複合肥料は、窒素とりん酸の肥効が向上する
こと等、新たな利点も見出されました。一方、原料に堆
肥を用いることによる、製造、流通上の課題も見えてき
ました。畜産農家と肥料メーカーが本技術マニュアルを
活用して課題を克服し、実需者が求める品質の混合堆肥
複合肥料が安定生産されて、これを作物農家の方々が自
らの栽培に取り入れて頂けることを願ってやみません。
　技術マニュアルは農研機構ホームページから入手でき
ます。また、筆者が開発した肥料については SOP（標
準作業手順書）を作成中です。
http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_
report/publication/pamphlet/tech-
pamph/133583.html

原料堆肥の規定

肥料製品の規定

製造工程の規定



畑作研究領域
畑作物生理 ･遺伝グループ
小林　有紀

　南九州および沖縄県のカンショ産地で株立ち枯れや塊
根（イモ）の腐敗が多発し、深刻な収量低下が問題と
なっています。そこで、農研機構生研支援センター「イ
ノベーション創出強化研究推進事業（2018年度緊急対応、
2019～2021年度）」（以下、イノベ事業）の支援を受け、
農研機構と病害発生県が協力し、病害の発生実態の解明
および診断・防除技術の開発に着手しました。本症状に
は、乾腐（かんぷ）病、つる割病、茎根腐（くきねぐさ
れ）細菌病等、複数の病害が関与していましたが、2018
年に国内で初めての発生が確認された基腐病が、壊滅的
な被害をもたらし、その勢力を拡大していることが明ら
かになりました。

　サツマイモ基腐病は、病原菌（糸状菌の一種）が罹病
種イモあるいは土壌中に残った罹病残渣から苗に感染し、
苗床や圃場で発生する病害です。発病株には多数の胞子
が形成され、この胞子が激しい風雨や圃場の停滞水を介
して移動し、周囲の株に感染すると考えられます。カン
ショの茎の基部が発病すると、地下部の茎、しょ梗、塊
根へと腐敗がゆっくりと進展します。また塊根の腐敗は、
貯蔵中にも広がります。したがって、未発病圃場から採
取した健全な種イモを利用すること、罹病残渣（特に腐

敗塊根）を圃場外に持ち出し埋没させるなど適切に処
分すること、圃場の排水性を向上させる対策をとるこ
とは、基腐病の防除に有効な手段と考えられます。

　サツマイモ基腐病は本邦初発生の病害であるため、
国内で利用できる農薬はありませんでした。そこで、
基腐病に防除効果のある農薬を選抜し、2020年１月に、
苗消毒剤（ベノミル水和剤）および茎葉散布剤（塩基
性硫酸銅水和剤、炭酸水素ナトリウム・銅水和剤）が
本病の防除薬として利用できるようになりました。こ
の茎葉散布剤は発病後の治療効果は望めませんので、
発病初期に罹病株を抜き取り、予防的に散布を行って
病害の拡大を抑制することが重要です。イノベ事業では、
この他、圃場外への持ち出しが困難な罹病残渣の分解
促進や土壌還元消毒による防除技術の開発、抵抗性品
種育成のための育種素材の探索、病害を識別する遺伝
子診断技術の開発、病害発生要因・発生確率予測ツー
ルの開発にも取り組んでいます。
　本事業で作成した令和元年度版基腐病防除マニュア
ルが農研機構ホームページからダウンロードできます。
http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_
report/publication/pamphlet/tech-
pamph/134198.html



園芸研究領域
イチゴ栽培グループ
日高　功太

　作物では、葉で作られた光合成産物（糖）が「転流」
により果実等の他の器官に運ばれます。イチゴにおいて
は、光合成を高め、転流を促進することが増収・高品質
化に重要です。 光合成や転流には、栽培環境が影響し
ます（図１）。そのため、近年のイチゴ生産では、ビニ
ルハウス内の環境調節技術の導入が進められています。
さらに安定した増収・高品質化を図るためには、光合成
や転流の環境応答等の生理メカニズムの解明とそれに基
づく環境調節技術の開発が必要です。しかし、イチゴの
転流については、研究事例が少なく、その詳細が明らか
になっていません。

　園芸研究領域イチゴ栽培グループは、量子科学技術研
究開発機構（量研機構）や九州大学と共同でイチゴの転
流の生理メカニズムの解明に取り組んでいます。量研機
構が開発したポジトロンイメージング装置（PETIS）と
炭素の放射性同位元素である11C（陽電子放出核種：陽
電子が消滅するときにガンマ線を生成）を用いて（図
２）、イチゴ果実への光合成産物の「転流の可視化に初

めて成功」しました。本計測法では、11C で標識された
二酸化炭素（11CO2）を与えた葉で作られた11C を含む光
合成産物からのガンマ線を連続的に検出し、植物体内に
おける光合成産物の転流動態を非破壊かつ時空間連続的
に可視化・定量化することができます。その結果、
11CO2投与（光合成）から約１時間後には、果房直下の
葉からの光合成産物が果実に到達し始めることを明らか
にしました（図２、図３）。また、果房内の果実間で、
光合成産物の転流速度や転流量が異なることも明らかに
しました。

　今後は、本計測法を用いて、光合成産物の転流に対す
る葉位、果実生育ステージや環境調節の影響について調
査を進め、転流の生理メカニズムの解明と、それに基づ
く摘葉等の栽培管理技術や環境調節技術の開発に取り組
む予定です。
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新しい出会いへの期待

この仕事に就いた理由
　なぜ自分がこの仕事をしているのかを振り返ると、小

学生の頃に「キュリー夫人」の伝記で研究者に憧れたこ

とと、中学生の頃に有吉佐和子の「複合汚染」を読み、

「安全な食物を口にするには、まず農業を知らなくて

は！」と思ったことが大きく影響している気がします。

その後、農学部で学び、公務員試験を受け、農林水産省

に採用され、今に至っていますが、最初は「中国農業試

験場」（現在の西日本農業研究センター）で、小麦の栽

培研究の担当でした。

これまでの仕事
　平成９年に当時の「九州農業試験場」に異動してから、

一貫して「サツマイモ」に関わり、たくさんの品種を育

成してきました。サツマイモは、九州以北では基本的に

自然開花しないので、交配するにはアサガオに接ぎ木を

して人工的に花を咲かせなくてはなりません。そのため、

大規模な交配育種による品種改良には専用の温室やス

タッフが必要で、この点に国の機関であるという強みが

発揮されています。交配だけでなく苗床や圃場の管理も

含め、支援業務の皆様の技術に支えられて、ようやく私

たちのイメージする新品種を形にすることができていま

す。私が関わった中で最も普及したのは「べにはるか」

で、各地で「素晴らしい品種を作っていただいた！」と

感謝されるたびに、私だけの手柄では無いんだけどと申

し訳なく思いつつ、やはり嬉しくてつい口元が緩んでし

まいます。

これからの抱負
　今年の１月から「農業技術コミュニケーター」として、

サツマイモの品種だけでなく、農研機構が推薦するいろ

いろな品種や技術を、それを必要としている方々にご紹

介し、問題点や要望などがあれば開発者につなぐという、

双方の「コミュニケーション」の仲立ち役をめざしてい

ます。人の顔や名前を覚えるのが不得意なのは不安材料

ですが、新しい出会いへの期待もあり、35年前の入省当

時のようにドキドキワクワクしているところです。

　都城研究拠点で20年近くご一緒させて頂いていま

すが、いつも笑顔で穏やかながら、パワフルにサツ

マイモ育種の仕事をこなしておられました。私に

とっては、いろいろと相談しやすく、的確なアドバ

イスを頂けるので、頼りになるお姉様といった存在

です。合唱やテニスを趣味にお持ちで、時折素敵な

歌声を披露していただけます。農業技術コミュニ

ケーターという新たな立ち位置での一層のご活躍を

期待しています。



　令和２年２月４日（火）に JA 阿蘇中部野菜センター
（阿蘇市）において、スマート農業技術の開発・実証プ
ロジェクト「阿蘇イチゴ」第１回見学会を開催し、行政
関係者や生産者など、ほぼ定員いっぱいの45名の参加が
ありました。
　この見学会は、イチゴ生産におけるスマート農業の普
及を推進する目的で行われるもので、プロジェクトの進
行管理役の曽根一純イチゴ育種グループ長が、導入した
自動選別パック詰めロボット、局所適時CO2施用技術、
ハウス内環境モニタリングシステムなどについて概要説
明を行いました。

　その後、自動選別パック詰めロボットの実演があり、
AI により識別されたイチゴが、ロボットアームによっ
て正確にレーンの受け皿に運ばれていく様子が示される
と、参加した行政関係者や生産者、JAなどの職員は、
熱心にメモを取りながら意見交換を行っていました。

　カンキツ産地の競争力強化のためには、革新的な技術
の実用化と体系的な産地への導入が必要で、新技術を習
得し導入を主導する担い手の育成が不可欠です。そこで、
農研機構で開発している新技術・新品種に関する研究成
果に加え、カンキツ栽培・営農の基礎となる知識や技術
を総合的かつ体系的に習得できるように、２年間で10回
のカリキュラムを組み、研修を行っています。令和２年
度は、日進月歩のスマート農業技術の紹介を加え、生産
現場で取り組んでいる課題の推進に役立つように研修を
実施する予定です。研修では、講義や総合討論に加え、
実演、実習、先進地における現地検討を行います。
　カリキュラムは表のとおりです。本研修は、生産者、
JA技術者、民間企業の方など日本国内の果樹産業に従
事している方を対象としています。講義の一部を公開す
る場合は、開催日の１か月前を目途にホームページ上で

ご案内します。



　九州農政局消費者の部屋における特別展示に出展協力
し、九沖農研が開発した多収品種「ミズホチカラ」など
「米粉パンに向くお米」の説明パネルを展示しました。
また、一般品種に比べてずっしりとした稲穂や、民間会
社から販売されている米粉製品等の展示を行い、消費者
の部屋を訪れる一般の方へ研究成果の紹介を行いました。
　九州農政局消費者の部屋は、熊本地方合同庁舎（熊本
市）１階ロビーにあり、年間を通じて食料農業・農村に
関する施策の情報提供などを行っています。
　今回の企画は、「米粉の魅力」と題したテーマで2020
年４月６日（月）～24日（金）までの間行われ、米粉の優れ
た特性や、パン用・菓子用といった米粉製品への用途別
の表示やノングルテン米粉等の活用方法について紹介す

るもので、その一環として農研機構の研究成果の紹介も
行いました。

　農研機構九州沖縄農業研究センターは、地域の皆様に
研究成果を紹介するために毎年秋に「一般公開」を開催
しています。
　本年も、人気の「芋掘り」やミニセミナー、研究成果
の紹介などの催しを開催する予定ですので、是非ご来場
くださいますようお願いいたします。
　なお、本年は新型コロナウイルス感染拡大防止により、
開催内容の変更や中止をする場合もございます。また、
天候の急変により、やむを得ず中止にする場合がありま
す。いずれの場合も決定後すぐに当センターのホーム
ページにおいてお知らせします。
http://www.naro.affrc.go.jp/laboratory/karc/index.
html

◆一般公開（合志地区）のご案内
日時　令和２年10月17日（予定）
　　　９時30分から14時30分
会場　九州沖縄農業研究センター合志本所
　　　〒861-1192　熊本県合志市須屋2421
参加費　無料

◆一般公開（都城地区）のご案内
日時　令和２年11月（予定）
　　　９時30分から14時30分
会場　九州沖縄農業研究センター都城研究拠点
　　　〒885-0091　宮崎県都城市横市町6651-2
参加費　無料


